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RECSEE 操作ガイド　　　　　　　　　　 管理【設定編】
権限設定

■ 権限設定とは

　例）　　　権限名　　　　　権限内容

　　　　　　　　ＳＶ　　　　　　管理者　　　　全ての管理ができる権限

　　　　　　リーダー　　　　準管理者　　　チームリーダーや課長など

　　　　　　メンバー　　　　　一般　　　　　チームメンバーやスタッフ

通話録音業務に関して、３種類の権限が設定できるようになっています。

初期設定で全ての権限を有する管理者があり、業務に合わせて権限の設定を行います。 

権限名と権限内容は作業の上で操作しやすい名前に変更することが可能です。

■ 権限の種類と説明

権限メニュー名　

ＷＥＢユーザー登録

検索＆再生

ストレージ管理

レポート

設定

相手先管理相手先管理

再生＆ダウンロード履歴

自番号管理

　　　　権限内容　　

説明文

録音データを検索、再生します

自動削除設定、バックアップ設定を行います

記録データのレポート表示と管理

設定画面の閲覧権限

取引先の電話番号を管理します取引先の電話番号を管理します

履歴を見ることができます

自社の電話番号を登録、削除

権限メニュー名

ライセンス管理

カレンダー

詳細権限

ダウンロード

再生

選択ダウンロード選択ダウンロード

選択再生

エクセル変換

　　　　権限内容　　

ライセンス管理

カレンダーの書込み・削除をします

　　　　詳細権限内容　

データをローカルダウンロード

データをローカル再生

データを指定し選択ダウンロードデータを指定し選択ダウンロード

選択再生

レポートをCSVでダウンロード

権限の設定は１５種類の作業の可否をチェックボックスを使って権限を選択します。

■ 権限設定の操作

[権限設定]は、[管理]タブの最初の項目部分から設定を

行います。

図の①～⑤の手順で権限を入力します。

権限の設定は１５種類の作業の可否をチェックボックス

を使って権限を選択します。

■ 権限名と権限内容の変更

上図、右下の[権限名]から、変更する権限名をクリックすると、詳細が表示されますので、修正部分を入力または変更し、最後に

[保存]をクリックして、変更内容を完了させます。
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管理【設定編】 > 自番号管理　｜ ライセンス管理

RECSEE 操作ガイド】 管理【業務編】
自番号管理

■ 自社の電話番号を登録します

初期設定で登録した電話番号のほかに、通話録音を行う電話の番号を登録します。　

自社番号管理に登録の無い電話番号の通話は録音されません。また、登録した電話番号の録音するかしないかを個々に設定する事が

できます。（登録件数に制限はありません）

[管理]タブ→[■自番号管理]を選択し自番号管理画面を開きます。

■ 登録済みの電話番号の削除または変更

下図の①～④の手順で社内電話番号を登録します。

登録済みのリストか対象の電話番号をクリックすると、左側「自番号」「自番号名」が表示されます。

修正する場合は修正部分を書き換え「保存」します。

削除する場合は「削除」ボタンをクリックします。

①自社の電話番号を入力①自社の電話番号を入力

②部署や区分など名称を入力

③有効/無効を選択

④保存をクリックします

現在ライセンス数：ただ今ご契約いただいているライセンス数。

現在ライセンス：ご契約いただいているライセンスＩＤです。

新規ライセンス：ライセンス数を変更する場合は、こちらの欄に新しいライセンスＩＤを入力し、変更を適用します。

■ ライセンス内容の確認・変更を行います

[管理]→[ライセンス管理]を選択し、ライセンス管理画面を開きます。

ライセンス管理
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管理【設定編】 > ＷＥＢユーザー管理　｜ 相手先番号管理

RECSEE 操作ガイド】 管理【業務編】
ＷＥＢユーザー登録

■ ＷＥＢユーザー登録

RECSEEにアクセスするユーザーの登録/削除を行います。

[管理]タブ→[■ＷＥＢユーザー登録]を選択しWEBユーザー登録画面を開きます。

「ユーザー名」「ユーザーＩＤ」「パスワード」と「権限レベル」を設定し「保存」ボタンを押して設定を確定します。

設定可能ユーザー数は10です。

例）「ユーザー名：お客様係」「ＩＤ：staff1」「権限レベル：検索＆再生のみ」と設定し、お客様対応係りのスタッフを一つのＩＤで共有すること

も可能です。

■ ＷＥＢユーザーの削除

既に登録したＷＥＢユーザーを削除するには、各ユーザーの登録ボタンの下にある[削除]ボタンをクリックします。

取引先の①電話番号、②相手先名、③保存の手順で相手先電話番号を登録します。

■ 取引先の電話番号を登録します

[管理]→[相手先電話番号]を選択し、相手先番号管理画面を開きます。

■ 取引先の電話番号を削除します

削除したい業をクリックし、[削除]ボタンをクリックします。

相手先番号管理
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管理【業務編】 > ストレージ管理　｜ 自動削除設定

RECSEE 操作ガイド】 管理【業務編】
ストレージ管理

■ ストレージ使用状況　　

録音データはハードディスクに日々録音されています。ストレージ管理では、このハードディスクの使用状態を視覚的に確認することが

できます。

[管理]タブ→[■ストレージ管理]を選択し管理画面を開きます。

下図では、全体の1％を使用し録音データは255MB録音されていることを表しています。

現在のディスク使用量（％）ハードディスクの空き

現在のディスク使用量

ディスク全体の容量

R録音したデータは、ディスクの使用量がいっぱいにならないように、古いデータから自動的に削除する機能がついています。 設定は％

で自由に変更できます。

■ 自動削除設定の変更

[管理]→[ライセンス管理]を選択し、ライセンス管理画面を開きます。

ハードディスクを「①％」使用したら、録音されたデータを古い順から「②％」　自動的に削除します。デフォルトでは最大使用量90％　削除

容量50％としていますが、設定は自由に変更できます。

　変更したら「保存」ボタンをクリックします。

自動削除設定





トップページ 索引

- 10 -

管理【業務編】 > 再生とダウンロード履歴

RECSEE 操作ガイド】 管理【業務編】
再生とダウンロード履歴

■ 再生＆ダウンロード履歴の画面を開きます

検索]タブ→[■再生＆ダウンロード履歴]を選択し再生＆ダウンロード履歴の画面を開きます。

録音データを再生したりダウンロードした履歴を確認するにはここから検索を行います。

下図の①②のカレンダーアイコンをクリックして実施期間を指定します

■再生＆ダウンロード履歴が表示されました

①開始日を指定します

②終了日を設定します
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管理【解析レポート編】 > 解析レポート表示

RECSEE 操作ガイド】 管理【解析レポート編】
解析レポート表示

■ コールレポート（解析レポート）を表示します

[レポート]タブをクリックし、コールレポート画面を開きます。

録音した通話記録をデータ化し、表とグラフを使ってレポートを作成します。

下図の①②のカレンダーアイコンをクリックして実施期間を指定します

ここでは日付別の月間レポートが表示されました

①開始日を指定します ②完了日を設定します ③日付別/時間別を選択します

④日別/月別/年別を選択します

④検索しレポート表示します
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管理【解析レポート編】 > 解析レポート表示｜解析レポートのダウンロード

RECSEE 操作ガイド】 管理【解析レポート編】
解析レポート表示（続き）

期間（日付）を指定して「時間別」を設定すると、一日の通話の推移をレポートすることができます。

ダウンロードボタンをクリックすると、データがエクセル形式で書き出され

、お使いのパソコンに保存されます。

書き出されたデータを確認してください。

■ [ダウンロード]ボタンをクリックして、レポートをダウンロードします

表示されたレポートをエクセルダウンロードしてエクセル方式で書き出します。

解析レポートのダウンロード
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一般【操作編】 > 録音データ検索

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
録音データ検索

通話の内容を再生するには、はじめに再生する録音データを検索します。

■[検索]タブをクリックし、[検索＆再生]画面を開きます

■条件を指定して、特定の録音データを検索します

■指定した条件で検索された録音データ一覧が表示されました

①西暦を指定 ②月を指定

③日付をクリック

日付設定は①～③の手順で行います

●日付の指定はここをクリック

●再生ツール ●検索指定エリア
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一般【操作編】 > 録音データ再生

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
録音データ再生

録音データ検索で検索した通話データを再生します。

■検索された録音データのリストら再生したい通話データの再生アイコンをクリックします

通話データを複数再生する場合は、リスト左端のチェックボックスにチェ

ックを入れて再生ツール下の[再生]ボタンをクリックします。

【再生バー】スライダをマウスで操作しタイムコントロールが可能です

【音量バー】音量調整をします

【再生スピードコントローラ】[FAST][SLOW]とスライダーで調整可能

【再生】チェックボックスで選択したデータを再生します

【エクセル変換】検索されたリスト（表）をエクセル形式でダウンロード

【ダウンロード】チェックボックスで選択したデータをダウンロードします【ダウンロード】チェックボックスで選択したデータをダウンロードします

【ダウンロード】ボタン　個々に通話データをダウンロードします

【コール情報】再生した通話記録の詳細情報を表示します

再生アイコンをクリックすると、再生ツールが作動し、指定した通話を再生します。

●再生スピード
    コントローラ

●検索された表を
   エクセル形式で
　 ダウンロード

●選択したデータの
　 情報を表示します

●再生ボタン

●再生バー

●音量バー

●再生ツールが作動し、音声が再生されます

●通話データのダウンロード

●再生されている通話データ●一括選択/選択解除 チェックボックス

●個別選択/選択解除 チェックボックス

●再生するにはここをクリック

●再生ツール
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一般【操作編】 > 通話録音コール情報　｜ 録音記録エクセル変換

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
通話録音コール情報

通話記録エクセル変換

再生した通話データの情報を表示するには、[コール情報]ボタンをクリックします。

■コール情報（再生した通話の詳細情報）がポップアップで表示されます。

■[エクセル変換]ボタンをクリクスすると、検索結果をエクセル形式で書き出し、ダウンロードします。

②再生した通話データの詳細①コール情報ボタンをクリック
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一般【操作編】 > カレンダー機能

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
カレンダー機能

RECSEE ver.1.0.4から、カレンダー機能が搭載されました。

この機能は、発生した予約や予定を通話後、カレンダーに付箋を貼る感覚でメモ表示できる機能です。

カレンダー表示された、記述から通話録音を再生することが出来ます。

■カレンダーにスケジュールを記入する

カレンダーにはあらかじめ決められたスケジュールを直接記述することが出来ます。

[検索]タブ→[カレンダー]を選択し、カレンダーを表示します。

■カレンダーを更新すると、カレンダーに予定が反映されます。

・新規イベント入力ウィンドウが開くので、phone以降の項目を記述します。

　phone：イベント名や相手先名

　カウンセラー：担当者名又は電話応対者

  予約内容：イベントの詳細を記入

　予約時間：イベントの期間や時間を入力　

　入力が終わったら、「保存」ボタンを押して更新します。

イベントや予約内容の詳細を記述します

担当者名を記述します

イベント名や相手先名を記述します

期間や時間を指定します

記述が終わったら「保存」ボタンを押して更新します。

②予定を入れたい日をクリック

または予定を入れたい期間を

ドラッグアンドドロップします。

①[ ＜ ][ ＞ ]ボタンを使って

　任意の月を表示させます。
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一般【操作編】 > カレンダー機能

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
カレンダー機能（続き）

通話録音した音声データは、カレンダーに張り付けることが出来ます。

例えば商談や予約を受け付けた場合、予定日に通話の記録をリンクさせることで、カレンダーから通話情報を聞き直すこともできます。

■カレンダーにスケジュールを記入する

カレンダーにはあらかじめ決められたスケジュールを直接記述することが出来ます。

[検索]タブ→[カレンダー]を選択し、カレンダーを表示します。

・[予約]項目のアイコンをクリックすると、カレンダーが開きます。

・予約や予定を記述したい月のカレンダーを表示させて、予定をいれたい日の空欄をダブルクリックします。

[ ＜ ][ ＞ ]ボタンを使って

任意の月を表示させます。

右端にある予約アイコンをクリック

カレンダーに張り付ける通話の

右端にある予約アイコンをクリック
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一般【操作編】 > カレンダー機能

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
カレンダー機能（続き）

イベント登録ウィンドウが開きます。

■カレンダーにスケジュールを記入する

カレンダーにはあらかじめ決められたスケジュールを直接記述することが出来ます。

[検索]タブ→[カレンダー]を選択し、カレンダーを表示します。

■カレンダーを更新すると、カレンダーに予定が反映されます。

・新規イベント入力ウィンドウが開くので、phone以降の項目を記述します。

　phone：イベント名や相手先名

　カウンセラー：担当者名又は電話応対者

  予約内容：イベントの詳細を記入

　予約時間：イベントの期間や時間を入力　

　入力が終わったら、「保存」ボタンを押して更新します。

イベントや予約内容の詳細を記述します

担当者名を記述します

イベント名や相手先名を記述します

期間や時間を指定します

記述が終わったら「保存」ボタンを押して更新します。



トップページ 索引

- 20 -

一般【操作編】 > カレンダー機能

RECSEE 操作ガイド 一般【操作編】
カレンダー機能（続き）

カレンダーに予定が書き込まれました。

カレンダーから、過去の録音データを簡単に再生

することができます。

これにより、過去のデータを検索する手間は大幅

に省くことが出来ます。

前述のカレンダー機能を利用してカレンダーに登前述のカレンダー機能を利用してカレンダーに登

録した録音データを生成するには、 登録したカレ

ンダーの詳細を開き、「録音を聴く」ボタンをクリッ

クすします。

プレーヤーが起動し録音内容が再生されます。

カレンダーから録音データ再生


